
（訪問 SF0062）20241001訪問看護 ST所長 承認 

 

訪問看護・介護予防訪問看護 

契約書別紙（兼重要事項説明書） 

あなた（利用者）に対するサービスの提供開始にあたり、新潟県条例の規定に基づき、当

事業者があなたに説明すべき重要事項は、次のとおりです。 

 

１． 事業者（法人）の概要  

事業者（法人）の名称 社会福祉法人恩賜財団済生会支部 

新潟県済生会 

主たる事務所の所在地 〒950-1104 新潟県新潟市西区寺地 280-7 

代表者 支部長 吉田俊明 

電話番号 025-233-6161 

 

２．ご利用事業所の概要  

ご利用事業所の名称 済生会新潟訪問ステーション 

サービスの種類 訪問看護・介護予防訪問看護 

事業所の所在地 同上 

指定年月日・事業所番号 平成 13年 1 月 1 日指定 1560190223 

管理者の氏名 相田 良子 

 

３．事業の目的と運営の方針  

事業の目的 

 

病気やけが等により寝たきり又はこれに準ずる状態にあり、かかりつけの 

医師が家庭において継続して療養を受ける必要があると認めた利用希望

者に対して、訪問看護ステーションの看護師等が、訪問により看護サービ

スを提供する事業である。この事業は、老人保健法・健康保険法・介護保

険法の理念に基づき、利用者の生活の質の確保を重視して、心身の機能の

維持・回復を図ると共に、在宅医療を推進して快適な在宅療養の継続がで

きるよう支援することを目的とする。 

運営の方針 

 

在宅介護支援センターと連携すると共に、関係市町村や関係医師会及び、

地域の保健・医療・福祉サービスと連携し、適切な運営を図る。 

なお、利用者またはその家族等に対し、内容の説明を十分に行い、理解の

もとにサービスの提供を行う。 
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４．提供するサービスの内容  

訪問看護（又は介護予防訪問看護）は、病状が安定期にある利用者について、保健師、看

護師、准看護師、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士(以下「訪問看護職員」といいま

す。)が、そのお宅を訪問して療養上の世話や必要な診療の補助を行うことにより、利用者

の療養生活を支援し、心身の機能の維持回復を図るサービスです。 

 

５．営業日時  

Ⅰ 営業日 月曜日から金曜日まで 

ただし、国民の祝日（振り替え休日を含む）及び年末年始及び病院閉院日を除きます。 

Ⅱ 営業時間 

午前 8 時 30 分から午後５時 

サービスの提供は、利用者の希望に応じて 24時間対応可能な体制を整えています。 

 

６．事業所の職員体制  

従業者の職種 人数、勤務の形態 

看護師 ４人 （常勤４名、非常勤 ０名） 

保健師 ２名 （常勤２名、非常勤 ０名） 

事務員 1 名 （常勤１名、非常勤 ０名） 

 営業時間内は事務員が電話対応しています。必要に応じて、すぐに看護師へ連絡がつく体

制を整えています。 

 

７．利用料  

あなたがサービスを利用した場合の「基本利用料」は別紙のとおりであり、あなたからお

支払いいただく「利用者負担金」は、原則として基本利用料の１割の額です。ただし、介護

保険給付の支給限度額を超えてサービスを利用する場合、超えた額の全額をご負担いただ

きます。また、衛生材料費（医療機関における管理料の算定を優先とします）は別途ご負担

いただきます。 

別紙【利用料のご案内】参照してください。 

 

Ⅰ 加算  

以下の要件を満たす場合、以下の料金が加算されます。 

加算の種類 加算の要件 

夜間・早朝 

深夜加算 

夜間（１８時～２２時）又は早朝（６時～８時）にサービス提

供する場合上記基本利用料の２５％ 

深夜（２２時～翌朝６時）にサービス提供する場合 

上記基本利用料の５０％ 
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複数名訪問加算Ⅰ 

 

同時に複数の看護師等が１人の利用者に対して３０分未満の

訪問看護を行った場合 

（１回につき） 

同時に複数の看護師等が１人の利用者に対して３０分以上の

訪問看護を行った場合 

（１回につき） 

複数名訪問加算Ⅱ 

 

看護師等が看護補助者と同時に１人の利用者に対して３０分

未満の訪問看護を行った場合 

（１回につき） 

看護師等が看護補助者と同時に１人の利用者に対して３０分

以上の訪問看護を行った場合 

（１回につき） 

長時間訪問看護加算 

 

特別な管理を必要とする利用者に対して１時間３０分以上の

訪問看護を行った場合 

（１回につき） 

中山間地域等に居住す

る者へのサービス提供

加算 

中山間地域（＝新潟県の場合は全域）において、通常の事業の

実施地域以外に居住する利用者へサービス提供した場合 

上記基本利用料の５％  

初回加算Ⅰ、Ⅱ 

 

Ⅰ 退院時または退所時に指定訪問看護を行った場合 

Ⅱ 上記日以外に新規の利用者へサービス提供した場合 

(１月につき) 

退院時共同指導加算 退院又は退所につき 1回（特別な管理を必要とする者の場合２

回）に限り） 

緊急時訪問看護加算Ⅰ ・利用者の同意を得て、利用者又はその家族等からの看護に関

する相談に常時対応できる体制を整え、かつ、必要に応じて緊

急時訪問を行う体制がある場合 

・緊急時訪問における看護業務の負担の軽減を整えている場合 

（１月につき） 

特別管理加算Ⅰ、Ⅱ 特別な管理を必要とする利用者に対し、サービスの実施に関す

る計画的な管理を行った場合 

（１月につき） 

ターミナルケア加算 利用者の死亡日及び死亡日前１４日以内に２日以上ターミナ

ルケアを行った場合(当該月につき) 

看護・介護職員連携 

強化加算 

当該加算の支援を行った場合（１月に１回に限り） 
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看護体制強化加算Ⅰ、

Ⅱ 

当該加算の体制を満たす場合（１月につき） 

サービス提供体制強化

加算 

当該加算の体制・人材要件を満たす場合（１回につき） 

 ※訪問看護ステーション、病院又は診療所の場合 

当該加算の体制・人材要件を満たす場合 

（１月につき） 

 ※定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護事業所と連携する場合 

Ⅱ 減算 

以下の要件を満たす場合、下記の額を算定します。 

減算の種類 減算の要件 減算額 

事業所と同一建物に居

住する利用者等へのサ

ービス提供減算 

 

以下のいずれかの利用者にサー

ビスを行う場合 

・事業所と同一の敷地内又は隣

接する敷地内の建物に居住する

利用者 

・同一の建物に居住する利用者 

・一月当たりの利用者が 20 人以

上居住する建物の利用者 

上記基本部分の９０％ 

以下のいずれかの利用者にサー

ビスを行う場合 

・事業所と同一の敷地内又は隣

接する敷地内の建物に居住する

利用者 

・同一の建物に居住する利用者 

・一月当たりの利用者が 50 人以

上居住する建物の利用者 

上記基本部分の８５％  

 

 

Ⅲ 支払い方法  

上記の利用料（利用者負担分の金額）は、１ヶ月ごとにまとめて請求します。翌月 25日

に指定の金融機関の口座から引き落としとさせていただきます。（金融機関休業日の場合は、

翌営業日となります。） 

なお、利用者負担金の受領に関わる領収書等については、利用者負担金の支払いを受けた

後に差し上げます。 



（訪問 SF0062）20241001訪問看護 ST所長 承認 

 

 ８．緊急時における対応方法  

サービス提供中に利用者の体調や容体の急変、その他の緊急事態が生じたときは、必要に

応じて臨時応急の手当てを行うとともに、速やかに主治医へ連絡し指示を求める等、必要な

措置を講じます。  

 

９．事故発生時の対応  

サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族、担当の介護支援専

門員（又は地域包括支援センター）及び市町村等へ連絡を行うとともに、必要な措置を講じ

ます。 

 

１０．サービスの利用にあたっての留意事項  

サービスのご利用にあたってご留意いただきたいことは、以下のとおりです。 

Ⅰ 各種支払いや年金等の管理、金銭の貸借など、金銭に関する取扱いは行いません。 

Ⅱ 訪問看護職員に対しての、贈り物や飲食物の提供は一切ご不要です。 

Ⅲ 体調や急用などによりサービスを利用できなくなったときは、できる限り早めに当事

業所へご連絡ください。 

Ⅳ 暴言・暴力・ハラスメントは固くお断りします。 職員へのハラスメント等により、サ

ービスの中断や契約を解除する場合があります。 

Ⅴ 見守りカメラによる撮影や職員の写真を撮影する場合は、個人情報保護の観点から事

前に職員本人の同意を得てください。 

Ⅵ 訪問の際は、ペットをゲージやリードにつなぐなど、ご配慮願います。 

Ⅶ 災害救助を目的とした訪問はしておりません。 

 

１１．災害発生時等の対応について 

次の各号のいずれかに該当する時はご連絡ができずに、訪問看護の提供を中止する場合

があります。 

Ⅰ 気象庁から震度 5以上の地震、または津波等に関する警報が発令された時 

Ⅱ 交通機関等の遮断及び危険な状況と判断した場合 

Ⅲ 当事業所が災害に遭い、訪問看護の提供ができない時 

Ⅳ 看護職員が災害に遭い、訪問看護の提供が困難になった時 

 

１２．業務継続計画の策定について 

訪問看護ステーションは、感染症や非常災害の発生において、利用者に対する指定訪問看

護の提供を継続的に実施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計

画を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じています 

Ⅰ 職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に
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実施しています 

Ⅱ 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います 

 

１３．感染対策の強化 

Ⅰ 事業所において感染症が発生し、または蔓延しないようにおおむね 6 月に 1 回以上開

催し、その結果について職員に周知徹底を図っています 

Ⅱ 感染の予防及び蔓延防止のための指針を整備しています 

Ⅲ 職員に対し、感染対策の強化のための研修や訓練を定期的に実施しています 

 

１４．針刺し事故について 

訪問看護提供時に点滴や採血等の際、あなたに使用した針等が訪問看護師に刺さってし

まった場合、速やかに医師に報告し感染を予防するために採血をお願いすることがありま

す。 

 

１５、駐車場について 

訪問車で訪問します。敷地内または周囲に駐車禁止除外区域がない場合、所轄の警察署の

交通課と相談し、申請を行っています。やむを得ず、同意の上、コインパーキングを利用さ

せて頂く場合には、駐車料金をご負担して頂きます。 

 

１６、虐待防止について 

当該事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のために以下の対策を講じます。 

Ⅰ 虐待防止責任者を選定しています。  

管理者 相田 良子 

 

Ⅱ 苦情解決のための体制を設備しています。  

Ⅲ 研修等を通じて、従業員の人権意識の向上や知識・技術の向上に努めます。  

Ⅳ サービスの提供中に、医療従事者又は養護者（家族・同居人等）による虐待を受けたと

思われる利用者を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報します。 

 

１７、定期巡回・随時対応型訪問介護看護について 

当事業所は、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業者「合同会社 ふくえい」様と連携し

ています。居宅サービス計画書に基づき、サービスを提供させていただきます。 
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以上のとおり、居宅介護サービス（又は介護予防サービス）に関する契約を締結します。 

上記契約を証明するため、本書２通を作成し、利用者及び事業者の双方が記名の上、それぞ

れ１部ずつ保有します。 

 

 

年   月   日 

（利用者）私は、この契約内容に同意し、サービスの利用を申し込みます。 

また、第１２条第３項に定める利用者の個人情報の使用について、同意します。 

利 用 者  住 所 

 

氏 名                              

 

（代理人）私は、利用者本人の契約の意思を確認の上、本人に代わり、上記署名を行いまし

た。 

署名代行者 住 所 

 

氏 名                                               

(本人との続柄                 ) 

 

（事業者）私は、利用者の申込みを受諾し、この契約書に定める各種サービスを、誠実に責

任をもって行います。 

 

事 業 者  住 所 新潟県新潟市西区寺地 280-7 

事業者（法人名） 社会福祉法人恩賜財団済生会 新潟県済生会 

         済生会新潟訪問ステーション 

 

代表者職・氏名  管理者 相田 良子                    

  


